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　2020年２月末から、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、日本各地の博物館施設が臨時休館となりました。
北海道では２月末に知事による北海道独自の緊急事態宣言
が出されたことを受け、道立施設を中心に臨時休館となり、
市町村立施設も休館するところが多くありました。釧路市
立博物館は、２月・３月は休館せずに開館していましたが、
来館者数は激減し、開店休業状態でした。
　また、２月末から北海道内の公立小中学校も臨時休校と
なりました。それを受けて、自宅待機を余儀なくされた子
どもの支援を目的に、博物館施設のコンテンツを使った動
画を配信する動きが始まりました。取り組みは日本各地で
行われ、北海道博物館の呼びかけで「おうちミュージアム」
としてコンテンツや参加施設がまとめられています。
　当館はというと、学芸員トークなどの館内で行うイベン
トは延期しながらも、細々と開館していました。４月18日・
19日には「３密」を防ぐ対策を取った上で毎年恒例の展示
解説「ようこそ釧路へ」を開催すべく準備していましたが、
１週間ほど前に延期が決定しました。それを残念に感じて
いたとき、他館の動画コンテンツのことを思い出し、展示
解説動画を作ることを思いつきました。コンテンツ名はイ
ンパクトも狙って「無観客展示解説『ようこそ釧路へ』」と
し、４月15日にFacebookページで最初の２本の動画を配
信しました。
　翌４月16日には緊急事態宣言の範囲が全国に拡大さ れ、
当館も４月18日から臨時休館となりました。新聞などに取
材していただくときに「臨時休館になったから展示解説動
画を作ったのですか？」と訊ねられることがありましたが、
順番としては動画作成が先でした。しかし、臨時休館によっ
て「動画でいろいろ発信したい」という思いはより強くな
りました。なお、内容は子ども向けとは言えないため、「お
うちミュージアム」には参加せず、独自の取り組みとして
進めました。
　学芸員が出演して展示室を案内する動画は12本作成し、
Facebookでもいつも以上に「いいね」をいただきました。
ほかに野外で撮影したもの、解説無しで展示室を歩いて撮
影したものなども掲載しました。Facebookでの反応は上々
で、動画をきっかけに当館のFacebookページを見てくれ
る人が増えたのは予想外でした。制作側からすると、これ
までは写真＋文章で紹介してきた内容を動画という形にし
たという認識だったのですが、写真＋文章よりも動画のほ
うが反応良く、同じ内容でも伝え方によって届く層や人数
が異なるのだな、と実感しました。SNSというプラット

フォームの特性や、不要不急の外出がはばかられる時期で
あったことなど、複合的な要因があると思いますが、伝え
方・伝わり方について考える良い機会になりました。

　先ほど「不要不急の外出がはばかられる」と書きました
が、来館者数が激減したころから「博物館は不要不急なの
だろうか」と何度も考えました。博物館人としては、博物
館や美術館、図書館などの文化施設は「不急」ではないけ
れど「不要」ではない、と思っていますが、そう思ってく
れる人を１人でも多く増やしていくことが大切だと感じて
います。そのためにも、SNSをうまく活用していきたいと
考えています。

＊無観客「ようこそ釧路へ」掲載動画
石炭、イトウ（企画展）、霧笛、昆虫（前後編）、アイヌ文化、
タンチョウ、湿原の植物、天然記念物の鳥類、昔の冬の暮
らし（前後編）、簡易軌道
＊その他の動画（展示室で上映中のものを除く）
野鳥の鳴き声（２編）、アリの採集と観察、カラスとシカ
の攻防、博物館周辺の植物紹介（多数）、カラスの識別方法、
常設展示室紹介（３編）、企画展「予告編」（２編）

新型コロナウイルスによる臨時休館とSNSでの動画配信
加藤ゆき恵＊ 

＊釧路市立博物館

展示解説動画の撮影風景


